
《YOSHINOサポーター》

㈱村田工務所　㈱北都開発　㈱氏家建築設計事務所　㈲若見自動車整備工場　㈱ナカリ　㈱美研
㈱佐藤酸素　（福）賛育会　我妻建設㈱　古川信用組合　㈱チバミン　内藤印刷㈲
㈲穂乃香　㈱池月道の駅　 ㈲アクセス　 （一社）みやぎ大崎観光公社　 ㈲三塚タイヤ　古川ガス㈱　菅公㈱

【開館時間】9:00～17:00 （入館受付は16:30まで）
【休 館 日】毎週月曜日 （祝日・振替休日の場合は翌火曜日）
【入 館 料】一般500円　高校生300円　小・中学生200円

吉野作造記念館
企画展示室

会場

〒989－6105  宮城県大崎市古川福沼一丁目2番3号
TEL（0229）23－7100　FAX（0229）23－4979
https://www.yoshinosakuzou.info/

吉野作造記念館
指定管理者　NPO法人 古川学人

企　画　展　講　座

民本主義を読み解く
―論文「憲政の本義…」を読む―
講師：小嶋　翔（吉野作造記念館主任研究員）

第1回：7月26日㈬・30日㈰ 14:00～
第2回：8月23日㈬・27日㈰ 14:00～
※要予約（電話または下記二次元コードから）

吉野作造記念館　2023年度前期企画展

写真
［右上］吉野博士記念会第 1回会合（1950年）
［中央］「古川学人吉野作造之碑」除幕式（1966年）
［左下］吉野作造記念館開館式典（1995年）
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吉野作造記念館　2023年度前期企画展

2023 年7月23日日～9月24日日
会場：吉野作造記念館 企画展示室

〒989－6105 宮城県大崎市古川福沼一丁目2番3号
TEL（0229）23－7100 FAX（0229）23－4979
https ://www.yoshinosakuzou. in fo/

吉野作造記念館

イオンタウン
古川

　戦後、日本が民主主義の国として歩みだす中で、大正デモクラシーの旗手・吉野作造を再評
価する機運が生まれました。東京で吉野作造の教え子たちを中心に結成された吉野博士記念会、
吉野の故郷古川で市民有志を中心に結成された吉野先生を記念する会、これら 2つの動きが合
流し、吉野作造記念館建設へとつながっていったのです。
　本展示では、吉野の生涯を大きく超える 70余年にわたり、吉野の遺族、教え子らの関係者、
地元の人びと、国内外の研究者などの幅広い人的ネットワークの中で行われてきた吉野作造顕
彰の歴史を紐解きつつ、各時代に寄贈された当館蔵の貴重な資料を一挙展示します。

第1回：7月26日水・30日日 14：00～
第2回：8月23日水・27日日 14：00～
民本主義を読み解く
―吉野作造の代表論文
「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」を読む―

講　師：小嶋　翔（吉野作造記念館主任研究員）

＊企画展の観覧料でご参加いただけます。
＊要予約です。お電話、または申込フォーム（下記URLもしくは二次元コード）から
　ご予約下さい。
　https://www.yoshinosakuzou.info/blank-58
＊「吉野作造市民大学」（「友の会」会員）の方は無料でご参加いただけます。
　〈2023年度吉野作造市民大学講座〉

企画展
講座

お申し込みフォーム

※各回水曜日と
日曜日は

同内容となります。
ご都合の良い方に
ご参加ください。

　「憲政の本義を説いて其有終の美を済すの途を論ず」―『中央公論』1916 年 1 月号に掲載された
この論文で、吉野作造は大正デモクラシーの旗手として一躍名をあげました。しかしこの論文・・・
長い。そして難しい（汗） きちんと読んでいる人が案外に少ないのもこの論文です。
　この講座では、特に重要な第 7節「民本主義の内容⑵　政策の決定」を中心に、一文ずつ分かり
やすく読み解きながら大正デモクラシーの意味について考えます。


